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＜将来予測に関する注意事項＞

　この資料に記載されている当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業
績に関する見通しです。これらの記述は、現時点で入手可能な情報から得られた当社の経営者の判断に基づいていま
す。従いまして、これら業績見通しに全面的に依拠することは控えるようお願いいたします。

　様々な重要な要因により、実際の業績はこれら業績見通しと大きく異なる可能性があり、そして見通しと比べて悪い結
果となる場合もあります。

　また、掲載内容については、細心の注意を払っておりますが、掲載された情報の誤り等に関し、当社は一切責任を負
うものではありませんので、ご了承ください。



20082008年度年度 決算の総括決算の総括
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損益計算書損益計算書

過去最高の売上高を達成

３期連続の増収増益

営業利益率　２４．５％

増減率増減額2008年度2007年度

+10.8%

( -0.1pt)

+88

( 14.5%)

904

( 14.6%)

816

（利益率）

純利益

+12.7%+1761,5651,389経常利益

+11.7%

( +0.1pt)

+160

( 24.5%)

1,528

( 24.4%)

1,368

（利益率）

営業利益

+11.1%+6246,2325,608売上高

単位：百万円
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売上高推移売上高推移

営業利益推移営業利益推移



会員数の状況会員数の状況

(単位：千人)
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会員数は、２５千人増の４４２千人

ナローバンドは、減少から横ばいに

08/3末 09/3末 増減数 増減率

FTTH(光） 163 197 +33 +20.3%

ADSL 94 85 -9 -9.6%

258 282 +24 +9.3%

159 160 +1 +0.6%

417 442 +25 +6.1%

ブロードバンド合計

ナローバンド・他

総会員数
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朝日ネット

市場全体

会員数の成長率会員数の成長率

４期連続して市場全体を上回る成長

※市場全体の成長率は、総務省発表数値（２００８年度は当社予測）
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対前年成長率対前年成長率
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退会率の推移退会率の推移

2008年度の平均退会率は 0.91%と、引き続き１％を下回る水準を維持
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ナローバンドからブロードバンドまでの
全回線における平均退会率



ASAHIネットは、「日経ビジネス」が実施した

「アフターサービス満足度ランキング」

（２００８年７月２８日号）において、

インターネットサービスプロバイダ部門の

第１位を獲得しました。

「日経ビジネス」2008年7月28日号より抜粋

*「アフターサービス満足度ランキング」は、日経ＢＰ社と日経ＢＰコンサルティングが保有す

る調査モニターから無作為に１８万８１５５人を抽出して、各社の製品や事業のアフターサー
ビスの評価をまとめたものです。

日経ビジネス「アフターサービス満足度」第１位日経ビジネス「アフターサービス満足度」第１位
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新超割シリーズ提供開始新超割シリーズ提供開始
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ADSLと高速モバイルを業界最安値水準で提供開始！

ADSL(１２M)と高速モバイル（７．２M）を合わせて

月額２，９９９円を実現。



法人契約数の増加法人契約数の増加
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法人契約数の増加と背景法人契約数の増加と背景

　コスト見直しの高まり　　　　　　

　セキュリティ強化　

　ネットワーク技術の進展

　　－　POSシステム

　　　　 監視カメラ

デジタルサイネージ　など

法人契約増加の背景法人契約増加の背景

ASAHIASAHIネットの高品質・ネットの高品質・
低価格のサービスが、低価格のサービスが、
外部環境の変化により、外部環境の変化により、

見直されている見直されている

法人契約数の推移　法人契約数の推移　
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固定固定IPIP付接続付接続サービスの料金比較サービスの料金比較

法人向けサービスの月額料金

1,575円

1,890円

ＡＳＡＨＩ
ネット

2,520円

3,465円

So-net

7,035円7,140円6,825円4,882円

ＡＤＳＬ
(固定IP付)

10,290円10,290円6,825円4,882円

光接続
(固定IP付)

KDDIOCNBIGLOBEnifty
（含・消費税）
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＊光接続は＊光接続はBBフフレレッツファミリーッツファミリー、、ADSLADSLはフレッツはフレッツADSLADSLに固定に固定IPIPアドレスを追加した場合の料金（初期費用及び事務手数料は含まず）アドレスを追加した場合の料金（初期費用及び事務手数料は含まず）



SaaSSaaS型教育支援システム型教育支援システム

「マナバ」「マナバ」
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主な導入実績主な導入実績

・　立命館大学　　　　　　 ・　慶應義塾大学

・　実践女子学園　　　　　 ・　首都大学東京

・　東洋大学　　　　　　　 ・　国際基督教大学

・　津田塾大学 ・　北海道大学

・　和洋女子大学 　 (導入順）　

主な「マナバ」導入大学

現在、１２の大学へ導入いただいております。

展示会への出展、セミナーの実施、導入校からの高い評価などにより、展示会への出展、セミナーの実施、導入校からの高い評価などにより、

教育業界において、着実に独自のブランドを構築教育業界において、着実に独自のブランドを構築
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これからの教育これからの教育

新たなニーズ新たなニーズ

ｎ対ｎのコミュニケーションｎ対ｎのコミュニケーション

個別指導によるきめ細かい教育個別指導によるきめ細かい教育
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学生が自ら学ぶ自発的学習学生が自ら学ぶ自発的学習

＆＆

学生同士が学び合う相互学習学生同士が学び合う相互学習



新しいコミュニケーションツール新しいコミュニケーションツール

マナバマナバ コースコース マナバマナバ フォリオフォリオ

教育機関のニーズに合わせて、ラインナップを拡充教育機関のニーズに合わせて、ラインナップを拡充

＊　ポートフォリオとは？

ポートフォリオとは、個人の学習成果や記録、評価をファイルしものです。学生がポートフォリオを見直すことで自身の学習を
振り返ったり、教員・スタッフがポートフォリオを参照しながら学生を指導する教育方法が近年注目を集めています。

講義単位でコミュニティを作成し、学
生と教員との情報伝達をサポートす
るＳＮＳ

学習の成果をポートフォリオに貯め、
学生自身が振り返り、学生同士が
評価しあうことを実現するシステム
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マナバの導入例マナバの導入例
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　　国際基督教大学国際基督教大学

　　　学生が主体的・自発的に「何を学ぶのか」「どのように学ぶ
　　のか」を意思決定し、学修計画を立てる「アカデミックプラン
　　ニング」を実践。

　　東洋大学東洋大学

　　　教職課程の学生に対して、学生同士、大学の教員および　
　　実習先の教員などがアドバイスを相互に行う「往還型教育　
　　実習」を実践。

　　北海道大学北海道大学

　　　科学技術の専門家と市民との橋渡しするコミュニケーター
　　の育成において講義・演習・実習をモジュール化。
　　イーラーニングによる自立的な学習を実践。



20092009年度の計画年度の計画
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20092009年度の収益計画年度の収益計画

単位：百万円

+6.2%

( -0.1pt )

+56

( 14.4% )

960

( 14.5% )

904

( 利益率 )
純利益

+4.8%+751,6401,565経常利益

+4.7%

( -0.4pt )

+72

( 24.1% )

1,600

( 24.5% )

1,528

（ 利益率 ）

営業利益

+6.7%+4186,6506,232売上高

増減率増減額2009年度

計画

2008年度

実績
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　４期連続の増収増益を計画

　　　　　　　 －　継続的なFTTH会員数の増加

　　　　－　固定IPアドレスを軸とした法人需要の取り込み
　　　　－　より効率的なネットワーク運営の実現



49
48

49
50

54

56

62

66

40

45

50

55

60

65

70

2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度

売上高(億円）

200

250

300

350

400

450

500

会員数(千人）

売上高

会員数

売上高・会員数計画

ＣＡＧＲＣＡＧＲ ０％０％

ＣＡＧＲ
ＣＡＧＲ ７７%%

(20
05-

200
9年

度）

(2002-2004年度）

持続的成長の実現
14

(計画）
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6.5
円

6.5
円

配当性向

一株あたり
の配当金

配当の計画配当の計画

2009年度の配当予想は13円/年（配当性向　44.0%）

上場以降、安定的な増配基調を継続

今後も持続的な増益基調が

望めることから、

配当性向４０％を目処に、

安定的な高配当を

継続していく予定
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(予想)




